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令
和
５
年
10
月
13
日
～
15
日
に
、
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た
「
よ
つ
葉
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
」
に
当

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
の
伊
深
佳
奈
さ
ん
、
石

黒
尚
子
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
市
場
調
査
で
は
、
イ
オ
ン
東
雲
店
を
視
察
。

広
い
売
り
場
が
設
け
ら
れ
、
価
格
帯
が
様
々
な

日
本
各
地
の
牛
乳
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
牛
乳
の
飲
み
比
べ
と
意
見
交
換
会
で
は
、
道

内
各
地
区
か
ら
の
参
加
者
18
名
と
活
動
内
容
の

紹
介
等
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
近
く
の
地
区

同
士
で
勉
強
会
等
に
参
加
し
た
い
と
の
声
も
多

く
、
有
意
義
な
交
流
会
で
し
た
。
ま
た
、
飲
み

比
べ
で
は
各
地
域
の
牛
乳
の
中
で「
根
釧
牛
乳
」

が
一
番
人
気
で
、
と
て
も
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
は
、
自
由
が
丘
に
あ
る

北
海
道
産
の
牛
乳・乳
製
品
の
専
門
カ
フ
ェ「
ミ

ル
ク
ラ
ン
ド
北
海
道
・
東
京
」
店
舗
内
で
無
料

試
飲
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
首
都
圏
の
消
費
者

の
反
応
や
生
の
声
を
聴
き
、
改
め
て
牛
乳
・
乳

製
品
の
需
要
の
高
さ
を
感
じ
、
私
た
ち
の
日
頃

の
仕
事
が
い
か
に
大
切
な
事
で
あ
る
か
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
11
月
21
日
、
釧
路
市
の
「
く
し
ろ
駒
形
屋
」
に
て

親
睦
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
伊
深
佳
奈 

部
会
長
）
の
親
睦
交

流
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
約
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
鶴
居
・
幌
呂
・
白
糠

地
区
よ
り
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
な
か
、
す
き
焼
き
や
お
寿
司
な
ど
の
高
級
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
、
部
員
皆
様
の
笑
顔
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
部
員

数
の
減
少
も
あ

る
中
で
、
今
後

も
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
の
活

動
を
積
極
的
に

行
い
、
新
規
部

員
の
加
入
を
呼

び
掛
け
る
な
ど

精
力
的
に
活
動

し
て
い
き
た
い

と
、
皆
さ
ん
前

向
き
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
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「「 よつ葉ミルクフェア」への参加よつ葉ミルクフェア」への参加

ＪＡくしろ丹頂フレミズ部会親睦交流会開催！ＪＡくしろ丹頂フレミズ部会親睦交流会開催！



　
12
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
北
海
道
農
協
青

年
部
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
道
青
協
）
主
催

の
第
72
回
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
が

開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
は

10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
や
、
縮

小
し
て
大
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
は
通
常
開
催
と
い
う
事
も

あ
り
、
全
道
各
地
よ
り
約
７
０
０
名

の
盟
友
達
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
道
青
協　
遠
藤
洋
志
会
長
の

開
会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
各
種
発
表

の
他
、
純
農
Ｂ
ｏ
ｙ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
や
各
地
区
対
抗
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
も
行
わ
れ
、
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
北
海
道
大
学
大

学
院
農
学
研
究
院
の
小
林
国
之
准
教

授
を
お
迎
え
し
、「
Ｊ
Ａ
と
の
対
話

か
ら
地
域
農
業
の
未
来
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
会
場
に
い
る
参
加
者

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
、
対
話
す
る
方
法
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
と

の
関
わ
り
方
を
わ
か
り
や
す
く
講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
で
も
あ
る
、
未
来
へ

の
飛
躍
を
盟
友
一
丸
と
な
り
取
組
む

事
を
誓
い
、大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

全道ＪＡ青年部大会開催全道ＪＡ青年部大会開催

ＪＡくしろ丹頂女性部鶴居支部ＪＡくしろ丹頂女性部鶴居支部
「第３６回かあさんＤＡＹ」開催「第３６回かあさんＤＡＹ」開催

　
令
和
５
年
12
月
１
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
第
36
回
「
か
あ
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
同
様
、
今
年
も
映
画
鑑
賞
を
行
っ
た
後
、
昼
食
交
流

会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
映
画
は
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

を
鑑
賞
し
、
と
て
も
刺
激
を
も
ら
う
作
品
で
、
女
性
部
員
の
方

か
ら
も
「
感
動
し
た
」
と
の
声
も
多
く
、
涙
な
し
で
は
見
ら
れ

な
い
感
動
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
交
流
会
で
は
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
商
品
や
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
な
ど
、
色
々
な
食
品
を
試
食
し
な
が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
交
流
を
深
め
、
大
盛
況
の
中

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
女
性
部
員
の
方
も
「
今
年
１
年
も
頑

張
っ
た
」
と
感
じ
て
も
ら
え
た
「
か
あ
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
に
な
り

ま
し
た
。

「Step For The Future ～飛躍する、北のチカラ～」
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釧路地区家畜市場で釧路地区家畜市場で初競り初競り
　
１
月
11
日
に
ホ
ク
レ
ン
釧
路
地
区
家
畜
市
場
で
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
釧
路
地
区
家
畜
市
場
運
営
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
Ｊ
Ａ
し
べ
ち
ゃ
鈴
木
組
合

長
の
挨
拶
の
後
、
本
年
が
良
い
一
年
と
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
一
本
締
め
を
行
い
、
競
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
出
場
数
７
９
０
頭
の
う
ち
７
３
４
頭
が
成
立
と
な
り
、
最
高
価
格
は
初
生
（
生
後
２
ヶ

月
齢
未
満
の
子
牛
）
黒
毛
和
種
オ
ス
の
60
万
６
１
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
特
別
冷
え
込
み
の
厳
し
い
日
で
し
た
が
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
新
年
の
市
場

に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
に
溢
れ
た
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
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日頃の感謝の気持ちを込めて…日頃の感謝の気持ちを込めて…
クリスマスイベントを開催クリスマスイベントを開催

　
12
月
23
日
、25
日
の
両
日
、

当
Ｊ
Ａ
の
各
給
油
所
で
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
い
つ
も
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
年
末
年

始
の
お
知
ら
せ
を
添
え
た
お

菓
子
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
利
用
さ
れ

る
給
油
所
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
10
月
12
日
・
13
日
、
札
幌
で
第
79
回
北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
家
畜
改
良
課
音
別
・
白
糠
担
当
の
竹
田
颯
斗
係
が
釧
路
家
畜

人
工
授
精
師
協
会
技
術
研
究
部
会
を
代
表
し
て
、「
尻・陰
部
の
角
度
と
尿
膣・

受
胎
率
と
の
関
係
性
」
の
研
究
発
表
を
行
い
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
２
月
15

日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
12
月
７
日
、
北
海
道
酪
農
畜
産
協
会
の
和
牛
振
興
委
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
販
売
課
音
別
・
白
糠
担
当
の
若
狹
就
杜
係
が
令
和
５
年
度
優
秀
技

術
員
を
受
賞
し
ま
し
た
。
共
進
会
を
通
じ
て
和
牛
振
興
と
技
術
向
上
、
地
域

の
牛
群
出
品
に
積
極
的
に
取
り
組
み
貢
献
し
た
事
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

異なる才能が輝く！２人が受賞しました！！異なる才能が輝く！２人が受賞しました！！

竹田　颯斗

若狭　就杜
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令
和
５
年
11
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
の

６
日
間
に
亘
り
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

農
協
と
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社
の
共
同
企
画

「
カ
ナ
ダ　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
酪
農
と
ロ
イ

ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
視
察
」
に
参

加
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
３
牧
場
と
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
滝
、
そ
し
て
世
界
最
大
の
農
業
祭
で

あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
団
長
の
松
原
秀
雄
氏
（
清
水

町
酪
農
家
）
他
、
道
内
11
名
、
道
外
２
名
、

家
畜
改
良
事
業
団
３
名
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
農
協
１
名
、
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社
１

名
、
総
勢
19
名
の
参
加
で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
は
、
今
年
で
建
国
１
５
６
年
と

ま
だ
歴
史
の
浅
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、

総
面
積
は
日
本
の
約
26
倍
世
界
第
２
位

（
１
位
は
ロ
シ
ア
）の
広
さ
を
持
つ
国
で
す
。

　

10
の
州
と
３
つ
の
準
州
に
分
か
れ
て
お

り
、
今
回
私
が
訪
れ
た
オ
ン
タ
リ
オ
州
は

カ
ナ
ダ
中
東
部
に
位
置
し
、
州
都
は
カ
ナ

ダ
最
大
の
都
市
ト
ロ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
州
の
中
で
は
最
も
人
口
が
多

く
、
国
全
体
の
約
３
分
の
１
が
こ
の
州
に

集
ま
っ
て
お
り
、
総
面
積
１
，０
７
６
，３

９
５
㎢
、
人
口
１
，３
０
０
万
人
に
な
り

ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
名
産
物
は
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
が
有
名
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
タ

リ
オ
州
ナ
イ
ア
ガ
ラ
地
方
で
は
、
ア
イ
ス

ワ
イ
ン
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、

カ
ナ
ダ
か
ら
輸
出
さ
れ
る
ワ
イ
ン
の
８
割

は
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
は
主
要
国
の
中
で
、
比

較
的
治
安
の
良
い
国
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、「
多
文
化
主
義
政
策
」
の
下
、
様
々

な
人
種
が
平
等
に
社
会
参
加
で
き
る
国
を

目
指
し
て
い
る
移
民
大
国
で
す
。

　

現
地
ガ
イ
ド
の
話
で
、
毎
年
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
時
期
に
な
る
と
、
夜
に
子
供
た
ち
が

色
々
な
仮
装
を
し
て
、
知
ら
な
い
人
の
家

に
行
き
お
菓
子
を
貰
っ
て
く
る
こ
と
か
ら

も
、
治
安
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
は
、
生

産
乳
量
が
２
０
１
０
年
の
２
６
０
万
㎏
か

ら
２
０
２
２
年
に
は
、
３
１
０
万
㎏
と
、

こ
こ
１
０
年
で
増
え
て
お
り
、
飼
養
頭
数

も
２
０
１
３
年
の
３
１
８
千
頭
か
ら
２
０

２
３
年
に
は
３
２
６
千
頭
ま
で
増
頭
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
農
家
戸
数
に
お
い
て
は
、
２
０

１
２
年
の
４
，４
８
３
戸
か
ら
２
０
２
２

年
に
は
３
，２
９
３
戸
ま
で
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
要
因
と
し
て
は
、
移
民
に
よ
る

人
口
の
増
加
に
伴
い
牛
乳
の
需
要
が
増
え

て
い
る
一
方
、
農
家
戸
数
の
減
少
に
よ
り
、

他
の
農
家
が
ク
ォ
ー
タ
（
※
）
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
個
体
乳
量
お
よ
び
飼
養
頭

数
の
増
加
を
可
能
に
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

（
※
）
ク
ォ
ー
タ
制
度
と
は
政
府
が
生
産

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
度
で
、
１
日
１

㎏
の
乳
脂
肪
を
生
産
す
る
権
利
の
こ
と
。

　

例
と
し
て
、
１
日
乳
脂
肪
生
産
量
＝
搾

乳
牛
１
０
０
頭
×
乳
量
30
㎏
×
乳
脂
率
３
．

８
％
＝
１
１
４
㎏
と
な
り
、
そ
の
農
家
は

１
１
４
ク
ォ
ー
タ
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

○
11
月
８
日
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ

周
辺
の
３
牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ル
ム
牧
場
】

・
飼
養
頭
数
：
約
１
，０
０
０
頭　

搾
乳

頭
数
：
４
５
０
頭

・
飼
養
・
搾
乳
施
設
：
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎　

ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
16
頭
ダ
ブ

ル・
乳
量
１
３
，０
０
０
㎏/

日　

脂
肪
４
．

第49回　カナダ　ホルスタイン酪農と
ロイヤル・ウインターフェア視察

海外酪農視察研修　報告
畜産生産部家畜改良課家畜改良係　行田 祐市

サミットホルム牧場
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４
％　

乳
蛋
白
３
．８
％

・
搾
乳
時
間
４
時
間
半　

３
回
搾
乳　

搾

乳
作
業
は
牛
移
動
、
掃
除
を
含
め
２
人
で

行
う
。

・
従
業
員
：
６
人　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
25
人

　

最
低
時
給
19
ド
ル
20
セ
ン
ト
（
日
本
円

で
約
２
，
３
０
０
円
）

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
お
い
て
は
、
60
万
人

の
都
市
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
近
く
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
見
つ
か
る
と
の
事
。

・
耕
地
面
積
：
４
０
０
㌶
（
コ
ー
ン
２
０

０
㌶
）
収
穫
作
業
は
す
べ
て
カ
ス
タ
ム

ワ
ー
カ
ー
に
委
託
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

時
間
が
な
い
こ
と
と
、
機
械
の
導
入
費
お

よ
び
修
理
費
が
高
い
た
め
。

・
餌
設
計
：
３
週
間
に
一
度
、
牛
の
状
態

を
見
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
変
更
す
る
。

　

１
年
に
２
～
３
回
、
獣
医
師
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
牧
場
ス
タ
ッ
フ
と
で
会
議
を

す
る
。

・
哺
乳
：
生
後
２
～
３
日
は
初
乳
の
み
、

そ
の
後
10
日
間
は
初
乳
パ
ウ
ダ
ー
と
生
乳

を
混
ぜ
た
も
の
を
給
与
、
徐
々
に
初
乳
パ

ウ
ダ
ー
を
減
ら
し
生
乳
の
み
に
す
る
。
生

後
７
週
間
に
は
１
日
２
回
哺
乳
か
ら
１
回

哺
乳
へ
、
そ
の
後
離
乳
す
る
。
離
乳
後
は

ハ
ッ
チ
を
洗
い
、
乾
燥
さ
せ
る
。

　

通
年
外
の
ハ
ッ
チ
で
飼
い
、
冬
は
マ
イ

ナ
ス
25
度
ま
で
気
温
が
下
が
る
が
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
れ
ば
問
題
な
い
と
の

事
。

・
授
精
：
未
経
産
牛　

後
継
牛
確
保
の
た

め
性
選
別
精
液
を
使
用　
　
　

経
産
牛　

牛
群
の
80
％
肉
用
種
、
20
％
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
通
常
精
液
使
用

・
子
牛
の
販
売
価
格
：
生
後
２
週
間
の
Ｆ

１
・
ホ
ル
雄　

４
０
０
～
４
５
０
ド
ル

（
日
本
円
：
約
４
３
，０
０
０
～
４
９
，０

０
０
円
）、
ホ
ル
雌　

６
０
０
ド
ル
（
日

本
円
：
約
６
５
，４
０
０
円
）

・
事
業
展
開
：
昨
年
か
ら
乳
製
品
販
売
プ

ラ
ン
ト
を
建
設
し
６
週
間
前
に
オ
ー
プ
ン
。

　

ミ
ル
ク
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ミ
ル
ク
、
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
ミ
ル
ク
、
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
販
売
し
て
い
る
。
牛
乳
の
み
ハ
ミ

ル
ト
ン
近
郊
へ
配
達
を
行
な
っ
て
い
る
。

【
ボ
ス
デ
ー
ル
牧
場
】

・
１
９
４
８
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
移
住
し
、

１
９
５
８
年
か
ら
牧
場
経
営　

・
現
在
親
族
と
従
業
員
併
せ
て
15
人
で
経

営・
搾
乳
牛
：
２
１
０
頭　

豚
も
飼
育

・
乳
量
１
２
，０
０
０
㎏
／
日　

乳
脂
肪

４
．１
％　

乳
蛋
白
３
．２
％

・
耕
地
面
積　

68
㌶

・
飼
養
・
搾
乳
施
設
：
タ
イ
ス
ト
ー
ル
牛

舎　

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
３
機　

　

２
０
２
０
年
に
約
３
億
円
を
か
け
て
ロ

ボ
ッ
ト
３
機
の
牛
舎
を
建
設
。

　

搾
乳
牛
が
中
心
で
、
シ
ョ
ウ
カ
ウ
や
回

転
の
悪
い
牛
は
つ
な
ぎ
牛
舎
で
搾
乳
。

　

ど
ん
な
に
寒
く
て
も
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
ら
な
い
構
造
。

ボスデール牧場

販売所での昼食風景

販売所

牛舎入り口、模型の牛は実際
にいた牛

パーラー室

哺乳の様子フリーストール牛舎
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搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
ま
だ
余
裕
が
あ
る
た

め
、
ク
ォ
ー
タ
を
購
入
し
増
頭
す
る
予
定
。

・
体
格
得
点
：
Ｅ
Ｘ
87
頭　

Ｖ
Ｇ
１
０
３

頭　

Ｇ
Ｐ
30
頭

　

現
在
の
最
高
得
点
は
94
点　

過
去
の
最

高
得
点　

96
点　

ボ
ス
デ
ー
ル 

シ
ヤ
ト

ル 

リ
バ
テ
イ
ー

・
主
な
母
系
フ
ァ
ミ
リ
ー
：
Ｐ
Ｒ
バ
ー

ビ
ー
、ジ
ヤ
ス
ミ
ン
、ロ
ー
ズ
、ダ
ス
タ
ー
、

ポ
ー
ト
レ
ー
ト

・
使
用
し
て
い
る
精
液
：
ア
ロ
ン
グ
サ
イ

ド
、
ロ
イ
ヤ
ル
、
チ
ー
フ
な
ど　

主
に
プ

ル
ー
ブ
ン
を
使
用

・
改
良
方
針
：
体
型
中
心
に
考
え
て
い
る

が
、
乳
量
、
脂
肪
の
低
い
牛
に
は
能
力
の

高
い
種
も
授
精
す
る
。

　

基
本
的
に
は
人
工
授
精
を
メ
イ
ン
と
し

て
い
る
が
、
年
８
回
ほ
ど
販
売
向
け
に
採

卵
し
て
い
る
。

　

凍
結
に
向
か
な
い
受
精
卵
は
長
期
不
受

胎
牛
や
体
型
得
点
の
低
い
牛
に
移
植
し
て

い
る
。

　

受
精
卵
の
販
売
単
価
は
１
，０
０
０
～

１
，５
０
０
ド
ル
（
日
本
円
：
約
１
３
０
，

０
０
０
円
）

【
ウ
オ
ー
ル
ナ
ッ
ト
ロ
ー
ン
牧
場
】

・
搾
乳
頭
数
：
75
頭　

現
在
ク
ォ
ー
タ
を

積
極
的
に
購
入
し
て
搾
乳
牛
を
増
頭
す
る

予
定
。

・
乳
量
１
３
，０
０
０
㎏/

日　

乳
脂
肪

４
．１
％　

乳
蛋
白
３
．３
％

・
耕
地
面
積
：
１
３
５
㌶

・
搾
乳
施
設
：
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
２
機　

２

０
２
０
年
に
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
を
建
設
。
夫

婦
２
人
で
経
営
。

　

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
理
由
と
し

て
は
、
牛
も
人
も
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
、

そ
れ
に
伴
い
気
持
ち
や
時
間
的
余
裕
が
で

き
、
様
々
な
こ
と
に
使
え
る
時
間
が
増
え

る
た
め
、
と
の
事
。

・
主
な
母
系
：
ラ
バ
ン
ガ
ー
ド
ス
ー
、
Ｐ

Ｒ
バ
ー
ビ
ー

　

こ
の
牧
場
は
種
雄
牛
を
輩
出
し
て
お
り
、

代
表
牛
は
ソ
ロ
モ
ン
や
サ
イ
ド
キ
ツ
ク
。

・
改
良
方
針
：
脂
肪
、
繁
殖
能
力
の
高
い

精
液
を
使
用
。
特
に
脂
肪
は
遺
伝
子
レ
ベ

ル
で
高
い
も
の
を
使
用
し
、
脂
肪
の
低
い

精
液
は
使
用
し
な
い
。

　

体
型
に
お
い
て
は
、
体
高
は
中
程
度
で

胸
幅
や
深
さ
が
あ
り
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛

を
目
指
し
て
い
る
。

・
主
に
使
用
し
て
い
る
精
液
：
パ
ー
フ
エ

ク
ト
、
サ
イ
ド
キ
ツ
ク
、
デ
ル
タ
ラ
ム
ダ
、

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
な
ど
。

タイストール牛舎搾乳ロボット牛舎

ボスデール ゴールドチツプ ポ
ートレート94EX

過去のショウカウ写真

ウオールナットローン牧場

牛舎の風景説明を受けている風景
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○
11
月
９
日
～
10
日
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

と
ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
エ
リ
ー
湖
か
ら
オ

ン
タ
リ
オ
湖
に
流
れ
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
川
に

あ
る
滝
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
分
け
る

国
境
と
な
っ
て
お
り
、
両
国
と
も
同
名
の

ナ
イ
ア
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
に
位
置
し
ま

す
。
滝
は
豊
富
な
水
力
資
源
と
景
観
の
美

し
さ
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

滝
の
特
徴
と
し
て
は
、
高
さ
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
が
幅
が
広
く
、
単
独
で
流
れ

る
滝
の
水
量
で
は
北
米
で
最
も
規
模
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
は
観
光
地
化
が
進
ん
で
お

り
、
滝
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
ホ
テ
ル
や
レ

ジ
ャ
ー
施
設
が
並
ん
で
い
ま
す
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
は
夏
で
あ
り
、
夜
に

な
る
と
滝
に
向
か
っ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

行
わ
れ
、
日
中
か
ら
夜
ま
で
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
私
が
初
日
と
２
日
目
に
宿
泊
し
た

ホ
テ
ル
か
ら
も
、
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
滝
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
は
ト

ロ
ン
ト
の
中
心
部
に
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
屋
内
で
実
施
さ
れ
る
農

業
関
係
の
祭
典
と
し
て
は
世
界
最
大
規
模

を
誇
り
、
シ
ョ
ウ
会
場
・
ま
き
舎
・
物

販
・
展
示
・
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、

一
日
で
は
回
り
切
れ
な
い
ほ
ど
の
広
さ
で

し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
シ
ョ
ウ
だ
け
で
は
な

く
、馬
や
羊
の
シ
ョ
ウ
な
ど
も
あ
り
、シ
ョ

ウ
以
外
に
も
ヤ
ギ
や
ア
ヒ
ル
な
ど
多
様
な

動
物
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ウ
関
係

者
以
外
に
も
様
々
な
人
が
会
場
に
来
て
い

ま
し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
シ
ョ
ウ
に
お
い
て
は
、

１
日
目
に
レ
ッ
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
と

ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
未
経
産
の

部
を
小
リ
ン
グ
で
行
い
、
２
日
目
に
は
、

普
段
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
試
合
で
使
用
さ

れ
て
い
る
コ
カ
・
コ
ー
ラ
コ
ロ
シ
ア
ム
で

ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
経
産
牛
の

部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

朝のナイアガラ滝

まき舎風景

事務所風景

夜のナイアガラ滝

会場の風景レッド＆ホワイトショウ風景

ナイアガラの滝をバックに集合写真

ソロモン写真

サイドキツク写真
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【
所　
　

感
】

　

今
回
の
視
察
研
修
先
と
な
っ
た
カ
ナ
ダ

は
、
広
大
な
土
地
と
雄
大
な
景
色
を
誇
っ

て
お
り
、
高
速
道
路
は
平
均
片
側
４
車
線
、

最
高
で
片
側
10
車
線
と
北
海
道
で
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
広
さ
で
し
た
。

　

住
宅
街
は
、
家
の
前
に
芝
が
張
ら
れ
庭

に
は
大
き
な
木
が
あ
り
、
ま
さ
に
北
米
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
お
洒
落
な
家
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。

　

町
並
み
は
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
、

石
造
り
の
城
跡
や
石
畳
を
走
る
騎
馬
警
察

が
い
る
一
方
で
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
よ
う

な
ア
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
カ

ナ
ダ
の
「
多
文
化
主
義
」
が
垣

間
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

３
件
の
牧
場
視
察
で
は
、
１

件
目
に
伺
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
ホ

ル
ム
が
１
番
大
き
い
牧
場
で

し
た
。　

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
60
万
人

の
都
市
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
近
く

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
確
保
が
随
時
な
さ
れ

て
お
り
、
乳
製
品
の
直
売
所
を

う
ま
く
経
営
に
生
か
し
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
２
～
３
回
の
獣
医

師
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
牧
場

ス
タ
ッ
フ
で
の
全
体
会
議
が
行
わ
れ
て
い

る
事
を
聞
い
た
時
は
、
全
員
で
情
報
を
共

有
し
誰
も
が
円
滑
に
仕
事
を
行
え
る
様
な

場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
事
に
刺
激
を
受
け

た
と
同
時
に
、
今
後
私
達
も
取
り
入
れ
る

べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ボ
ス
デ
ー
ル
牧
場
は
、
体
型
・
乳
器
の

素
晴
ら
し
い
牛
達
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
牛

群
改
良
に
力
を
注
ぎ
、
数
々
の
シ
ョ
ウ
カ

ウ
を
輩
出
し
て
い
る
事
に
う
な
ず
け
ま
し

た
。

　

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
回
転
率
を
重
視
し
、

生
産
性
を
上
げ
、
冬
に
は
施
設
内
が
マ
イ

ナ
ス
４
度
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
ル
ナ
ッ
ト
ロ
ー
ン
牧
場
で
は
、

当
牧
場
の
改
良
方
針
と
な
っ
て
い
る
「
体

高
で
は
な
く
胸
の
強
さ
や
深
さ
、
肋
の
開

帳
、
座
骨
幅
な
ど
全
体
的
に
強
さ
と
幅
の

あ
る
牛
作
り
が
必
要
だ
」
と
学
び
、
酪
農

経
営
面
と
し
て
は
、「
労
働
に
追
わ
れ
る

よ
り
も
、
人
生
を
ど
う
楽
し
む
の
か
が
大

事
で
、
牛
も
人
も
ス
ト
レ
ス
の
な
い
ゆ
と

り
の
あ
る
経
営
が
最
も
重
要
だ
」
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
今
ま
で
に
見
た
こ

と
の
な
い
迫
力
と
美
し
さ
が
あ
り
、
カ
ナ

ダ
に
行
っ
た
ら
一
度
は
見
て
ほ
し
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
は
、

各
地
の
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
や
ア
メ
リ
カ
の

エ
キ
ス
ポ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
素
晴
ら

し
い
牛
た
ち
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、
出
品

牛
の
体
型
、
乳
器
、
肢
蹄
は
ど
れ
を
と
っ

て
も
理
想
的
な
骨
格
構
造
で
あ
り
、
皮
膚

の
質
感
や
歩
様
に
お
い
て
も
品
の
あ
る
牛

達
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
シ
ヤ
キ
ー
ラ
は
、
８
歳
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
乳
房
底
面
の
高
さ
、
乳
房
幅
、

乳
静
脈
の
張
り
出
し
が
完
璧
な
牛
で
あ
り
、

こ
の
牛
を
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
持
っ

て
帰
り
た
い
と
思
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
を
締
め
く
く
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
で
は
、
音
楽
や
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
で
１
頭
ず
つ
牛
が
紹
介
さ
れ
る
演

出
が
あ
り
、
日
本
の
シ
ョ
ウ
で
は
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
雰
囲
気
と
緊
張
感
で
し
た
。

　

審
査
員
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
定
し
た

時
に
は
、
会
場
に
い
た
全
て
の
人
達
が
立

ち
上
が
り
、
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
瞬
間
と

感
動
を
実
際
に
こ
の
目
で
見
ら
れ
た
こ
と

は
、
最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
視
察
研
修
で
道
内
外
の
酪

農
家
、
家
畜
改
良
事
業
団
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
農
協
、
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社
の
方
々
と
情

報
交
換
も
で
き
、
シ
ヤ
キ
ー
ラ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
牛
を
作
れ
る
よ
う
今
後
も

日
々
の
授
精
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ブラック＆ホワイトショウ未経産

ブラック＆ホワイトショウ経産の部

グランドチャンピオン アーブエーカ
ーズ スナツプル シヤキーラ ET

オーナブルメーション ジユフリーウ
エイ ハードロツク  ツウイグス

リザーブグランドチャンピオン グレ
ンアーバイン ユニクス サリー

入賞牛３頭の後ろからの写真

9



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

今
回
は
泌
乳
牛
の
ル
ー
メ
ン
ア
シ

ド
ー
シ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

  １　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
は

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
は
、

ル
ー
メ
ン
の
㏗
が
低
下
し
た
状
態
を
指

し
、
臨
床
症
状
を
伴
わ
な
い
も
の
は
潜

在
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
呼
び
ま
す
。
要

因
に
は
、
ル
ー
メ
ン
内
に
生
息
す
る
微

生
物
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
メ
ン

内
で
は
、
微
生
物
が
繊
維
・
デ
ン
プ
ン
・

糖
を
分
解
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
デ
ン

プ
ン
・
糖
を
分
解
す
る
菌
ば
か
り
が
増

え
て
し
ま
う
と
、
ル
ー
メ
ン
の
㏗
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
な
っ
た

牛
は
、
食
欲
不
振
や
肝
臓
疾
患
、
蹄
葉

炎
に
な
る
た
め
、
早
期
に
発
見
し
、
対

処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
見
つ

け
る
サ
イ
ン

　

現
場
で
ル
ー
メ
ン
㏗
を
計
測
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
の
で
、
牛
が
発
す

る
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
サ
イ
ン

を
紹
介
し
ま
す
。
た
だ
し
牛
に
は
個
体

差
が
あ
り
、
全
て
の
サ
イ
ン
を
現
す
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
総
合
的
に
判
断
す

る
材
料
と
し
て
く
だ
さ
い
。

①
蹄
の
状
態

　

ル
ー
メ
ン
㏗
が
低
下
す
る
と
ル
ー
メ

ン
内
の
微
生
物
が
死
滅
し
、
死
滅
し
た

微
生
物
は
毒
素
を
放
出
し
ま
す
。
こ
の

毒
素
に
よ
っ
て
、
血
管
の
末
梢
で
炎
症

が
起
こ
り
、
蹄
冠
が
腫
れ
た
り
（
写
真

１
）、
歩
き
方
が
不
自
然
に
な
り
ま
す
。

②
乳
成
分

　

ル
ー
メ
ン
㏗
が
低
下
す
る
と
、
乳
脂

率
が
低
下
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
前
月
の
乳
検
よ
り
乳
脂
率
が
急

に
低
下
し
た
牛
は
、
ル
ー
メ
ン
ア
シ

ド
ー
シ
ス
の
可
能
性
が
高
い
で
す
。

③
糞
の
状
態

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
牛
の
糞

は
、
気
泡
で
泡
立
ち
、
消
化
さ
れ
て
い

な
い
穀
類
や
繊
維
が
多
く
見
え
ま
す

（
写
真
２
）。
色
は
黄
色
が
か
り
、
長
靴

の
つ
ま
先
で
踏
み
伸
ば
す
と
、
管
状
の

粘
膜
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
反
芻

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
牛
は
、

反
芻
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。「
短
く

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
変
化
に
気
づ
く

に
は
、
普
段
の
反
芻
状
況
を
捉
え
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
対
策

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
防
ぐ
に

は
、
デ
ン
プ
ン
・
糖
分
解
菌
を
過
剰
に

増
殖
さ
せ
な
い
、
も
し
く
は
ル
ー
メ
ン

内
の
㏗
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
そ
の
た
め
の
飼
養
管
理
を
紹

介
し
ま
す
。

○
デ
ン
プ
ン
・
糖
分
解
菌
の
増
殖
を
抑

え
る

　

濃
厚
飼
料
を
短
期
的
に
大
量
に
摂
取

す
る
と
、
デ
ン
プ
ン
・
糖
分
解
菌
の
増

殖
が
過
剰
と
な
り
ま
す
。
選
び
食
い
や

特
定
の
時
間
に
エ
サ
を
一
気
に
食
べ
る

固
め
食
い
を
防
ぐ
こ
と
が
対
策
と
な
り

ま
す
。

　

分
離
給
与
で
あ
れ
ば
、
粗
飼
料
を
飽

食
給
与
し
、
繊
維
分
解
菌
を
ル
ー
メ
ン

内
で
増
や
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

○
ル
ー
メ
ン
内
の
㏗
を
安
定
さ
せ
る

　

ル
ー
メ
ン
内
の
㏗
を
安
定
さ
せ
る
に

は
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
効
果
の
あ
る
唾
液
の

分
泌
が
必
要
で
す
。
唾
液
の
分
泌
は
、

ど
れ
だ
け
反
芻
さ
せ
ら
れ
る
か
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
牛
床
を
快
適
に
整
え
、

牛
を
な
る
べ
く
寝
さ
せ
て
、
反
芻
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
重
曹
に
も
バ
ッ
フ
ァ
ー
効
果
が

あ
り
ま
す
。
採
食
量
が
低
下
し
や
す
い

暑
熱
時
な
ど
、
短
期
的
に
給
与
す
る
と

経
済
的
で
す
。

お
わ
り
に

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
判
断
し
、

対
策
を
検
討
す
る
際
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　

は
こ
ち
ら
へ
→

飼
養
管
理
を
再
考
～
ル
ー
メ
ン

ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
見
つ
け
る
～

写真１ 蹄冠が腫れる

写真２ 糞が緩くなる
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お客さまのニーズにそった
安心の保障をご提案！

試算条件〈令和5年4月〉
個人契約/共済期間12ヵ月/20等級（事故有係数適用期間0年）/運転者年齢条件：35歳以上限定保障/年齢階層別掛金：40～49歳/運転者家族限定特約有/車両保障：全損害担保225万円（免責金額0万円）/車両新価
保障特約（新車価額相当額295万円）または、車両超過修理費用保障特約：有/トヨタプリウス　型式ZVW40Ｗ/（初度登録年月日：平成31年4月/車両諸費用保障特約：有（代車費用5,000円）/対人賠償（無制限）/対物賠償
（無制限）対物超過修理費用保障付/日常生活賠償責任特約：有/人身傷害保障：3,000万円（被共済者限定：無）/弁護士費用保障特約：有/ゴールド免許割引：有/自動継続割引：有/自賠責共済セット割引：有/新車割引：有/長
期優良契約割引（適用期間：1年目）/複数契約割引：有/共済掛金払込方法：月払個人　※各種割引の適用には一定の条件があります。

●各種特約・条項のお支払いには所定の要件があります。
※１．臨時費用として、新車価格相当額の10％をお支払いします。30万円を限度とします。　※２．原則として６か月以内にご契約のお車を修理する場合に限ります。　※３．ご自身やご家族が、他の自動車に搭乗中、もしくは歩行中
の自動車事故も対象となります。　※４．故障には、ご契約のお車に存在する欠陥、摩擦、腐しょく、さびその他自然の消耗による不具合等は含みません。

弁護士費用
保障特約
弁護士費用
保障特約

人身傷害
保障条項
人身傷害
保障条項

積載動産損害

宿泊費用・
帰宅等費用

代車費用

380円380円月々

40円40円月々共済掛金例

共済掛金例

共済掛金例

共済掛金例 450円450円月々

120円120円月々

180円180円月々

走行不能によりレンタカー等を
借りた場合に、共済金を
お支払いします。

ご契約のお車に積んでいる被
共済者所有の動産がこわれ
た場合に、共済金をお支
　　　　払いします。

車両新価保障特約車両新価保障特約

車両超過修理
費用保障特約
車両超過修理
費用保障特約

車両諸費用
保障特約
車両諸費用
保障特約

170円170円月々

日常生活
賠償責任
特約

日常生活
賠償責任
特約

レンタカーレンタカー

車
両

保
障に
加入している

方

または

車両保障もご自身やご家族の保障も任せて安心充実の保障が
お手軽な共済掛金で ご自身の自動車共済の保障内容を

今一度ご確認ください。
ご不明な点は、お気軽に
JAまでご連絡ください。

※1

※4

※2

※3

自動車事故により、ご契約のお車に搭乗中の
方（運転者を含みます）が傷害・所定の後遺障

害を被られたり、または死亡さ
れた場合に、過失割合に関係な
く、共済金額の範囲内で、共済
約款において定めた基準に従
い共済金をお支払いします。 「もらい事故」等の際の弁護士

費用等を保障します。

日常生活のさまざ
まな損害賠償責任
を保障します。
※詳細は裏面を
ご参照ください。

ご契約のお車の修理費が共
済価額以上となった場合に、
その超過分について１回の
事故につき50万円を限度
にお支払いします。

ご契約のお車において、車両保障の共済金が
支払われる車両事故または故障により走行不
能となった場合、付随的に発生するさまざまな
費用について、共済金をお支払いします。

走行不能により緊急に宿泊（１
泊）した場合や、公共の交通機
関で移動した場合に、共済金を
お支払いします。

偶然な事故により被共済自
動車が所定の全損となった
場合、車両共済金額ではな
く契約時に新車購入時の
価格等に基づき設定し
た新車価格相当額をお
支払いします。

11



記名被共済者またはそのご家族が、この特約と同様の保障（※1）を複数加入している場合は、保障が重複することがあります。保障が重複すると、対象となる事故について、どちらの契約でも保障され
ますが、いずれか一方の契約からは共済金が支払われない場合があります。保障内容の差異や加入金額をご確認いただき、保障の要否をご判断いただいたうえでご契約ください。（※2）
（※1）自動車共済以外の共済契約でご契約されている保障や、組合以外の保険（共済）契約を含みます。
（※2）これらの保障を１契約にのみ付帯した場合、そのご契約を解約・内容変更したときや、ご家族の状況の変化（同居から別居への変更等）により、保障がなくなったり、保障の対象者が変わる事が
ありますのでご注意ください。

同様の保障を複数加入する場合について

お買い物で… 交流で…

自分の打ったボールが
隣家の窓に当たり、損害を
与えてしまった・・・

自分の打ったボールが
隣家の窓に当たり、損害を
与えてしまった・・・

スポーツで…

店舗出入り口で…路上で… 近所の家で…
遊びに行った子ども
が高価な家具を壊
してしまった…

散歩中に飼い犬が
他人に噛みつき
ケガをさせて
しまった…

足を踏み外して
下にいた人に激突し
後遺障害を負わせた…

9,521万円

日常生活のトラブルによる
賠償責任は思わぬ高額に
なることも…

（神戸地方裁判所2013年4月判決）
※出典：日本損害保険協会ホームページ。裁判において
支払いを命じられた金額（概算額）であり、加害者が
実際に支払う金額とは異なる場合があります。

年1,890円
月払いの場合、月170円（4人家族なら…1人当たり月約43円）

日常生活賠償責任特約の保障については、住宅以外の不動産の所有、使用または管理による事故を除きます。

共済掛金
（共済期間1年、一時払）2億円2億円

日常生活のトラブルを幅広く保障します！日常生活のトラブルを幅広く保障します！

まさかの事故時、相手方との交渉は、
JA共済におまかせください！

家族全員が保障対象！
この特約で共済金の支払い対象となる事故について、被
共済者のお申し出があり、かつ相手方の同意が得られれ
ば、JA共済は被共済者のために示談交渉をお引き受けし
ます。※被共済者の過失がない場合などは、JA共済が示
談交渉を行うことができません。

※記名被共済者本人、
配偶者、同居の親
族、別居の未婚の
子などが保障対象
となります。

自転車で…自転車で…

階段で…階段で…

ゴルフ中に振り
上げたクラブが
友人の目に当たり、
ケガをさせて
しまった…

ゴルフ中に振り
上げたクラブが
友人の目に当たり、
ケガをさせて
しまった…

例えば自転車事故による賠償金額

カートを買い物客に
ぶつけてしまい、
ケガをさせて
しまった・・・

カートを買い物客に
ぶつけてしまい、
ケガをさせて
しまった・・・

出入口が2段階になっている
ことに気付かず、ガラスに衝突
して割って
しまった…

出入口が2段階になっている
ことに気付かず、ガラスに衝突
して割って
しまった…

Ⓡ

この資料は概要を説明したもの
です。ご検討にあたっては、「自
動車共済重要事項説明書（契約
概要）」を必ずご覧ください。ま
た、ご契約の際は、「自動車共済  
重要事項説明書（注意喚起情
報）」および「ご契約のしおり・約
款」を必ずご覧ください。

加入後の事故は、専用窓口まで
JA共済日常生活事故対応センター

0120-628-931
ニチジョウバイショウは ク　　　  ミ　　　 アイ

受付時間 9：00～21：00 ※365日受付
（JAの営業時間内でも、こちらの番号までご連絡ください）

歩行者とぶつかってしまい、
相手は意識不明の重体に…
歩行者とぶつかってしまい、
相手は意識不明の重体に…

除雪機で…

支払
限度額

日常生活の思わぬトラブルで、大きな賠償責任を負うことが…。
手軽な特約で、そんな「まさか」に備えませんか。

【23019990109】

日常生活賠償責任特約

北海道の自動車共済にご加入の皆さまへ自動車共済に安心の

示談交渉
サービス付

お申し込み・お問い合わせ

除雪機を動かし除雪作業を
していたが、手を離した時に
動き出してしまい、他人の車
に接触してしまった…

除雪機を動かし除雪作業を
していたが、手を離した時に
動き出してしまい、他人の車
に接触してしまった…

本　店　共　済　課　　☎0154-64-5477
幌呂支店金融共済課　　☎0154-65-2312
白糠支店金融共済課　　☎01547-2-2183
音別支店金融共済課　　☎01547-6-0333
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今回の答えは３月号に掲載するよっ！！

まちがいさがしまちがいさがしににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

キ
リ
ト
リ

２月号の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・ 正解者３名の方に全農商品券をさしあげます。なお、正解者多数の場合は
抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っていただき各事務所へ
提出してください。《締め切り》2024年２月24日まで
　当選者の発表は３月号にて発表します。プレゼントのお渡しは郵送
にて発送いたします。

・つぶやきコーナー

まちがいさがしまちがいさがし・�・�おいしそう　たべたい�おいしそう　たべたい� （えーちゃん）（えーちゃん）

・�・�ご近所の皆さんとストリングチーズ作り楽しんでご近所の皆さんとストリングチーズ作り楽しんで
います！�います！� （ヒロコ）（ヒロコ）

・�・�今年は、楽しい事も悲しい事も痛い事も、秋にき今年は、楽しい事も悲しい事も痛い事も、秋にき
ました。来年こそ、笑って笑っていたいな！ました。来年こそ、笑って笑っていたいな！
�� （つるつるえむ）（つるつるえむ）

・�・�雪が降ると寒さが倍増するような気がします。寒雪が降ると寒さが倍増するような気がします。寒
さ暑さが人にも動植物にもやさしくあって欲しいさ暑さが人にも動植物にもやさしくあって欲しい
です。明るい一年でありますように。です。明るい一年でありますように。
�� （シマエナガ）（シマエナガ）

・�・�ポメラニアンのゆきちゃんは、白くて、モフモフポメラニアンのゆきちゃんは、白くて、モフモフ
していてかわいいです！�していてかわいいです！� （ゆき）（ゆき）

・�・�クリスマススィーツどれもおいしそうでした。機クリスマススィーツどれもおいしそうでした。機
会があれば作ってみたいと思います。会があれば作ってみたいと思います。
�� （ちゃーちゃん）（ちゃーちゃん）

・�・�我が家のアイドル仔猫のあさりちゃん。おてんば我が家のアイドル仔猫のあさりちゃん。おてんば
が止まらない。寒くなるけど、元気にそだってね。が止まらない。寒くなるけど、元気にそだってね。
�� （シィばば）（シィばば）

どなたでも応募できますので
たくさんの応募お待ちしております。 13



牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ
とろみを生かした減塩メニュー
豆腐とめんたいこのとろとろ煮
材料（２人分）
絹ごし豆腐…… 1丁（300g）
ネギ………… 1本（100g）
辛子めんたいこ
　　　　………小1腹（60g）
水菜………………1株（20g）
ゆで卵……………………1個
ごま油………………大さじ1

　　牛乳…………… 250ml
A　片栗粉…………大さじ1
　　塩………… 小さじ1/3

作り方
①�ネギは斜め薄切りにし、めんたいこは小さくちぎる。
②�水菜は5cmの長さに切り、ゆで卵は殻をむいて粗く刻む。
③�フライパンにごま油を入れて中火で熱し、①を入れて1分ほど炒める。フライパンの中
央部分を空け、そこに大きめにちぎった豆腐を入れる。
④�そのまま2分間焼き、Aを混ぜ合わせてフライパンに回し入れる。時々上下を返しながら、
全体にとろみが付くまで火を通す。
⑤器に盛り、②を散らす。

1 7 9 10 12

シ ク ラ メ ン

1　ミカンの数が違う　　7　屋根のデザインが違う 
9　ミカンの皮がむけていない　　10　カップの形が違う 
12　ミカンに葉が付いていない

おめでとうございます‼

当選者12
月

・鶴居チーズセット	 ヒロコさん
・のむヨーグルトセット	 えーちゃんさん
・鶴居アイスセット		 つるつるえむさん

五十嵐専務による五十嵐専務による
厳正なる抽選の結果‼厳正なる抽選の結果‼

まちがい
さがし

クロス
ワード
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　この度、12月末をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年退職いた
しました。
　昭和60年６月に鶴居共同農林に入社、平成10年４月に旧鶴居村農業協
同組合へ転職後、25年の長きにわたり組合員・役職員・関係機関の皆様
には大変お世話になり、無事にこの日を迎えることが出来ました事を、
心から厚く感謝とお礼を申し上げます。
　退職後は、新しい生きがいを探しながら歩んで参りたいと思います。
　最後に釧路丹頂農協の益々の発展と、組合員並びに役職員の皆様のご
健勝とご多幸を心から祈念申し上げ、退職のご挨拶とさせて頂きます。
　長い間お世話になり、誠にありがとうございました。

退 職 の ご 挨 拶

長　屋　英　俊　畜産生産部販売課　哺育育成センター係長

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ 先月号に登場させました小さな鶴は見つけていただけましたか？特に表紙に隠れた鶴を見つけてくれたあ
なた！じっくり見てくれてありがとうございます☆見つけたよ～むずかしかったわ！など好評の声も頂きまし
た。嬉しいです。またこっそり小さな鶴を忍ばせようと思います。
　今回取材した家畜市場の現場は初めて尽くしの体験となった私…現実を知って何だか切なくなりました。
　改めて「いただきます」の大切さを感じました。何事にもですが…感謝ですね！（小笠原）

理　事　会　報　告
12月定例理事会　令和５年12月22日（金曜日）

Ⅰ．報告事項　�
１．—専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．11月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．会計監査人の再任について
６．大口信用供与先の経営状況等について
７．—行政庁の「マネー・ローンダリング及び
テロ資金供与対策に関するアンケート調
査」の報告について

８．—第４次地域農業振興計画・ＪＡ中期経営
計画策定に係る「組合員組織代表者会議」
の実施報告について

—Ⅱ．付議事項　�
議案第１号　—令和５年度（第３四半期）にか

かる監事監査の結果について
議案第２号　—融資の承認について

議案第３号　—「経営者保証に関するガイドラ
イン」への対応方針について

議案第４号　—令和６年度生乳生産目標数量の
設定について

議案第５号　—営農計画樹立基本方針の設定に
ついて

議案第６号　—令和５年度森林整備事業の実施
について

議案第７号　—資産評価に係る基準額の改定に
ついて

議案第８号　—新幌呂育成牧場の今後の運営に
ついて

議案第９号　—固定資産の取得について

Ⅲ．その他協議事項　�
１．—当面の業務日程について
２．その他—

■令和５年度 　生乳生産実績（12月）
月計乳量（㎏） 同月前年比（％） 累計乳量（㎏） 累計前年比（％）

ＪAくしろ丹頂 8,684,684.6 99.2 79,799,088.0 97.7
鶴 居 地 区 3,308,149.0 101.2 30,298,894.2 98.8
幌 呂 地 区 2,516,134.6 100.6 23,056,930.0 100.3
白 糠 地 区 1,662,858.2 99.1 15,067,699.2 95.4
音 別 地 区 1,197,542.8 91.8 11,375,564.6 93.0

管 内 計 42,394,830.3 98.6 384,841,170.3 95.9
（前年度管内計） 42,999,783.9 401,490,975.4
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